
情報掲示板

笑
っ
て
遊
ん
で
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
６　

ケ
ロ
ポ
ン
ズ

【
時
】＝
６
月
11
日（
土
）14
時
〜
15
時

30
分

【
所
】＝
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】＝
幼
児
か
ら
一
般
、
教
育
関

係
者

【
入
場
料
】＝

▼
３
歳
以
上
＝

　

・
自
由
席
３
０
０
０
円

　

・
指
定
席
３
５
０
０
円

 

＊ 

３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
座
席
を

利
用
す
る
場
合
は
料
金
が
必
要

▼
団
体
券（
６
枚
以
上
購
入
）＝

　

３
０
０
０
円

【
問
合
先
】＝
ほ
る
ぷ
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク

伊
佐（

25
）８
６
８
６

（
25
）８
６
８
７

痛
み
止
め
薬
に
つ
い
て　
　

学
ぼ
う
！　
　
　
　
　
　
　

ミ
ニ
講
演
会

　

｢

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

（
済
生
会
川
内
病
院
）｣

で
は
、
毎
月

１
回
、
患
者
や
家
族
が
自
由
に
語
り

合
え
る
場｢

花
み
ず
き
会｣

を
提
供
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
痛
み
と
う
ま

く
つ
き
あ
う
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

ミ
ニ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
時
】＝
６
月
25
日（
土
）10
時
〜
10
時

30
分　

【
所
】＝
済
生
会
川
内
病
院

【
講
師
】＝
済
生
会
川
内
病
院 

麻
酔

科
医
師　

西に
し
む
ら村
絵え

み実
氏

【
テ
ー
マ
】＝
痛
み
止
め
薬
を
上
手
に

使
お
う

【
内
容
】＝
講
演
会
終
了
後
、
講
師
と

の
交
流
会
、
が
ん
に
関
す
る
相
談
会

が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
】＝
市
内
に
居
住
す
る
全
て
の

方【
参
加
料
】＝
無
料

【
問
合
先
】＝
済
生
会
川
内
病
院

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

園
畠

（
23
）５
２
２
１

市
民
公
開
講
座　
　
　
　
　

｢

大
腸
が
ん
の
診
断
と
治
療｣

　

済
生
会
川
内

病
院
は
、「
地

域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院｣

の
指
定
を
受
け
、

緩
和
医
療
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、｢

大
腸
が

ん
と
ケ
ア｣

に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
看
護
師
や
栄
養
士
な

ど
に
よ
る
展
示
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
来
場
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
６
月
25
日（
土
）12
時
30
分
〜

16
時

【
所
】＝
済
生
会
川
内
病
院

【
講
師
】＝
済
生
会
川
内
病
院
副
院
長

有あ
り
ど
め
く
に
あ
き

留
邦
明
氏　

他

【
テ
ー
マ
】＝
大
腸
が
ん
の
診
断
と
最

新
外
科
治
療
〜
大
腸
が
ん
と
言
わ
れ

た
ら
〜

【
対
象
】＝
ど
な
た
で
も
可

【
参
加
料
】＝
無
料

【
定
員
】＝
先
着
１
５
０
人

【
問
合
先
】＝
済
生
会
川
内
病
院
総
務

課　

野
間
口
、
認
定
看
護
師　

神
村

（
23
）５
２
２
１

川
内
・
甑
と
れ
た
て
市

　

川
内
お
よ

び
甑
近
海
で

取
れ
た
新
鮮

な
魚
介
類
な

ど
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
来
場
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
６
月
25
日（
土
）14
時
か
ら

＊
売
り
切
れ
次
第
、
終
了

＊ 

天
候
不
良
な
ど
で
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
所
】＝
川
内
港（
川
内
市
漁
業
協
同

組
合
事
務
所
前
）

【
問
合
先
】＝
川
内
・
甑
と
れ
た
て
市

実
行
委
員
会　

田
畑（
川
内
市
漁
業

協
同
組
合
内
）

（
26
）２
０
１
１

ぴ
あ
会

　

不
登
校
や
発
達
障
害
な
ど
の
課
題

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

【
時
】＝
６
月
25
日（
土
）15
時
〜
17
時

【
所
】＝
中
央
公
民
館　

視
聴
覚
室

【
テ
ー
マ
】＝
子
ど
も
の
心
を
理
解
し

よ
う

【
対
象
】＝
小
・
中
学
生
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者

【
定
員
】＝
50
人
程
度

【
参
加
料
】＝
無
料

【
問
合
先
】＝
ぴ
あ
会 

サ
ポ
ー
ト
グ

ル
ー
プ 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー　

野の
び
ら平

０
９
０（
１
８
７
２
）５
９
１
８

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

２
０
１
６

　

オ
ペ
ラ
、
歌
曲
、
フ
ル
ー
ト
の
演

奏
を
行
い
ま
す
。

【
時
・
所
】＝

▼
７
月
10
日（
日
）14
時
〜
16
時

　

 

大
村
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
祁
答
院
町
）

▼
７
月
18
日（
月
）14
時
〜
16
時

　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

【
入
場
料
】＝

▼
高
校
生
以
下
＝
５
０
０
円

▼
大
人
＝
１
０
０
０
円

【
問
合
先
】＝
鹿
児
島
の
ば
ら
会　

谷

口
０
８
０（
３
９
４
４
）４
６
７
５

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

｢

川
内
駅
東
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施

設
建
設
基
本
構
想｣

に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
策
定
の
目
的

　

川
内
駅
東
市
有
地
に
お
い
て
、
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
を
核
と
し
て
民

間
事
業
を
誘
発
す
る
こ
と
で
、
公
共

機
能
と
民
間
機
能
が
一
体
と
な
っ
た

施
設
を
整
備
し
、
市
内
外
の
交
流
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
の
創

出
と
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

■
策
定
の
内
容

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
現
状
、

期
待
す
る
効
果
、
備
え
て
お
く
べ
き

機
能
と
構
成
や
整
備
手
法
な
ど
、
施

設
整
備
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え
方

を
示
し
て
い
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】＝
本
庁
１
階
お
よ
び
各

支
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
本
庁
南

別
館
４
階
企
画
政
策
課
、
各
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民

館
、
中
央
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上

【
提
出
期
間
】＝
６
月
10
日（
金
）〜
７

月
１
日（
金
）消
印
有
効

【
提
出
方
法
】＝
任
意
の
様
式
に
住

所
・
氏
名
・
意
見
を
明
記
の
上
、
直
接
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で

提
出

【
提
出
・
問
合
先
】＝
本
庁
企
画
政
策

課
川
内
駅
東
市
有
地
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム（
内
線
６
０
６
）

（
20
）５
５
７
０

seisaku@
city.satsum

asendai.
lg.jp

催
　
し

募
　
集

　
　
　

▼
指
定
日
＝
平
成
22
年
３
月
24
日

▼
所
在
地
＝
高
江
町

▼
資
産
の
説
明
＝

　

薩
摩
藩
に
招
か
れ
、
甲
突
川
の
五
大
石

橋
な
ど
、
芸
術
的
か
つ
機
能
的
な
眼
鏡

橋
を
多
く
手
が
け
た
肥
後
の
石
工
・
岩い

わ
な
が永

三さ

ん

ご

ろ

う

五
郎
が
、
肥
後
に
帰
る
途
中
、
最
後
に

作
っ
た
石
橋
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
こ
の
一
帯
は
洪
水
の
被
害
で
苦

し
め
ら
れ
て
お
り
、
八は

っ
け
ん間
川
の
治
水
の
一

環
と
し
て
、
今
か
ら
１
６
７
年
前
の
１
８

４
９
年
８
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
、
生
活
道
路
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

▼
指
定
日
＝
平
成
22
年
３
月
24
日

▼
所
在
地
＝
高
江
町

▼
資
産
の
説
明
＝

　

か
つ
て
の
高
江
は
川
内
川
が
流
れ
込
む

低
水
地
で
、
米
も
ろ
く
に
で
き
な
い
不
作

地
帯
で
し
た
。
第
19
代
薩
摩
藩
主
島
津
光

久
公
は
、
大
規
模
な
干
拓
・
新
田
開
発
を
命

じ
、
普
請
奉
行
の
小お

の野
仙せ

ん

え

も

ん

右
衛
門
が
、
８

年
の
歳
月
を
か
け
て
築
堤
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
こ
の
辺
り
は
約
３
㎢
に
及
ぶ

立
派
な
水
田
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の「
の
こ
ぎ
り
の
歯
型
」を
し
た
長
崎

堤
防
は
全
長
６
４
０
ｍ
で
、
そ
の
設
計
の

素
晴
ら
し
さ
が
高
い
評
価
を
受
け
、｢

選
奨

土
木
遺
産｣

に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

長
崎
堤
防
築
堤
の
並
々
な
ら
ぬ
困
難
と
犠

牲
を
伴
っ
た
工
事
は
、「
袈け

さ

ひ

め

裟
姫
伝
説
」と

し
て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

   

　
袈
裟
姫
伝
説
と
磨ま

が
い崖｢

心｣

　

地
域
の
声

峰
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長
　
德と

く
だ田
勝か

つ
あ
き章
氏

　

両
資
産
と
も
に
、
毎
月
１
回
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
と
地

区
住
民
に
よ
る
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
、
日

頃
か
ら
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

江
之
口
橋
が
架
か
る
八
間
川
は
、
学
び

の
場
と
し
て｢

水
辺
の
楽
校｣

に
選
定
さ
れ

て
お
り
、
昨
年
10
月
、
９
回
目
と
な
る
江

之
口
眼
鏡
橋｢

星
空
コ
ン
サ
ー
ト｣

を
開
催

し
、
大
変
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

長
崎
堤
防
で
は
、
小
野
仙
右
衛
門
顕
彰

碑
か
ら
の
眺
望
を
良
く
す
る
た
め
の
管
理

や
、
磨
崖｢

心｣

に
献
花
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
一
貫
教
育
の｢

ふ
る

さ
と
学
習｣

な
ど
教
育
活
動
に
も
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

 【問合先】＝本庁都市計画課景観グループ　  （２３）５１１１（内線３４２３）

八間川に架かる江之口橋(橋長17.3ｍ　幅員3.4ｍ)

川面に映った影が、双円を描き「メガネ」に見えるこ
とから、「眼鏡橋」という名称で親しまれています。

小野神社からながめる長崎堤防

江
之
口
橋（
え
の
く
ち
ば
し
）

長
崎
堤
防（
な
が
さ
き
て
い
ぼ
う
）

景観重要資産などの紹介

　

ふ
る
さ
と
の
景
観
は
、
先
人
た

ち
が
守
り
・
伝
え
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
未
来
へ
と
引
き
継
ぐ
べ
き

大
切
な
資
産
で
す
。

　

今
回
は
、
本
市
が
指
定
し
て
い

る｢

景
観
重
要
資
産｣

か
ら
、
江
之

口
橋
と
長
崎
堤
防
を
紹
介
し
ま

す
。

＊
本
シ
リ
ー
ズ
は
隔
月（
偶
数
月
）掲
載

索引

国道

県道

鉄道

川内駅

川内川

国道 3 号

国道 267 号

県道 43 号川内串木野線

至 阿久根

至 いちき串木野

至

至 東郷町

長崎堤防 江之口橋

寄田町 川内川

川内駅川内串木野線

国道
県道
鉄道

267

3

↑至 阿久根

←
至 

寄
田
町

43

至 いちき串木野↓

江之口橋

長崎堤防

江之口橋と長崎堤防の位置図

N

　

あ
る
夜
、｢

娘
を
人
柱
に
た
て
よ　

そ
の

流
れ
に
沿
っ
て
築
堤
せ
よ｣

と
告
げ
る
不
思

議
な
夢
を
見
た
仙
右
衛
門
は
、
泣
く
泣
く

愛
娘
の
袈
裟
を
人
柱
に
し
ま
す
。
お
告
げ

通
り
に
の
こ
ぎ
り
の
歯
の
形
に
堤
防
を
築

き
、
よ
う
や
く
工
事
は
成
功
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仙
右
衛
門
の
功
績
を
称
え
て
祭

ら
れ
た
小
野
神
社
に
は
、
仙
右
衛
門
が
難

し
い
工
事
の
完
成
を
願
っ
て
彫
り
刻
ん
だ

と
さ
れ
る「
心
」の
文
字
が
残
っ
て
い
ま
す
。
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